


３．補足意見 

当法人は様々な事業を行っているが、法人全体で経常費用を前期より 1,589 万円減少さ

せたにもかかわらず経常収益が前期より 1,096 万円減少し、当期経常増減額はマイナス 400

万円となった。また経常外費用 107 万円が発生し、税引前一般正味財産増減額がマイナス

508 万円となってしまったことは監事としても承知している。 

 この損失金額について、理事会は真摯に受け止めなければならないといえる。各事業の収

支の見込み額を予測することが困難なことは承知しているが、法人全体として出来るだけ

収支相償となるように、収入の見込みや費用の見直しを含め十分な注意を持ってみていく

ことを理事会に求める。 

以上 

 

                                 




